
国
際
学
部 

国
際
学
科※

　東
海
キ
ャ
ン
パ
ス  ※

仮
称
・
2
0
2
4
年
4
月
名
称
変
更
構
想
中

CURRICULUM

WYM※ではマレーシア・ベトナム・フィリピンの学生とプレゼンに挑戦。多様な英語で

のやりとりに苦労した分、対話力向上を実感しました。「国際フィールドワークⅠ」では

障害児と家族への支援の実態についてNPOや行政を調査。「多文化共生の考えに

は障害も含まれる」という先生の言葉を大切に、地域福祉の学びを深めています。 4年 山本 彩加さん　愛知県／東海南高等学校 出身

MISSION

障害者の兄弟・姉妹を持つ「きょうだい児」が
自分らしい人生を送ることができる地域をつくる。

MISSION

各国の暮らしの状況や文化を正しく理解し、
現地の人々の目線で開発を支援したい。

MISSION

外国にルーツを持つ子どもが言語・文化の
壁を感じることなく生活できる社会へ。

MISSION

日本の孤独死問題の解決策を探るため、
ベトナムの文化や慣習と比較・考察する。

MISSION

質の高い日本語教育を提供するために
研究者をめざして大学院へ進む。

公務員として
共生社会を
めざしたい

Countries Involved

カンボジアでのフィールドワークでは学校建設をお手伝いし、日本とのインフラ水準の

違いを目の当たりにしました。また、インドネシアやロシアの大学とオンラインでつなぎ、

日本語学習支援や交流を通して異文化理解に努めました。就職先はミャンマーに拠

点を持つ建機レンタル企業。学びを活かし、途上国の開発に貢献します。 2023年3月卒業 豊岡 怜大さん　三重県／伊勢学園高等学校 出身

発展途上国の
インフラを
下支えする

Countries Involved

インドネシア・ベトナム・韓国の日本語学校や大学の学生とともに、日本語を学ぶオン

ライン授業に参加。現地の学習者から文法について質問を受け、自国の言語を外か

らの視点で捉えるきっかけとなりました。外国人数が多い愛知で子どもたちの日本語

学習を支えたいと考え、NPOや学校のボランティアに積極的に参加しています。 4年 石原 千嘉さん　愛知県／丹羽高等学校 出身

地元・愛知の
日本語教育を
推進したい

Countries Involved

留学生向けの日本語の授業では、ネパール・マレーシア・台湾など国籍さまざまな学

生と学び、日本語で各国の文化を語り合うことで視野が広がりました。ゼミでは日本の

社会問題である孤独死の現況を、ベトナムと比較しながら調査しています。将来は日

本で求職者のサポートがしたいと考え、日本語能力試験N1を取得しました。 4年 グエン・テイ・ミーリンさん

日本社会で
求職者を
支える人に

Countries Involved

ブラジル、フィリピンルーツの児童が多い小学校で、日常的に言葉を教えていた経験から日

本語教師を志しました。2年次には地域の日本語教室やベトナム人向けの遠隔授業で指

導を経験。日本語教育能力検定試験にも一発合格し、授業の合間に非常勤講師として

日本語学校で働いています。将来は研究者の道も視野に入れ、大学院進学をめざします。 4年 閏間 詩音梨さん　群馬県／市立太田高等学校 出身

大学院に進み
研究者の道を
切り拓く

Countries Involved

就職内定先：株式会社キナン

地元・愛知の
日本語教育を

大学院に進み
研究者の道を

発展途上国の

多文化共生を体感する1年次の科目

入学直後からアジア各国の学生とグループ研究

を行い、8月には英語プレゼンテーション大会

「ワールドユースミーティング」を開催します。その

企画と運営を学生自身で行う演習科目です。多

文化を知り、英語やICTを駆使し、課題に立ち向

かうためのブースター的科目と言えます。

PICK UP

国際交流ファシリテーション演習Ⅰ・Ⅱ

1年次2月に全員がアジア各国やアメリカを訪

れ、協定校の学生の協力のもとでさまざまな現場

を訪問して調査研究を行います。人々の生活や

ものの見方・考え方の違いに気づき、日本社会

の課題も見つめ直すことができる、一般的な見

学旅行とは一線を画す深い体験ができます。

国際フィールドワークⅠ

ベトナム／
Tran Van Thanh高等学校 出身

※ワールドユースミーティング

卒業研究テーマ

・外国籍の子供が直面する教育課題とボランティア教室の役割
  ～個人に寄り添い「癒し」となる場の重要性～
・21世紀スキル獲得に向けたオンライン国際連携活動の実践と分析
・PART TIME WORK ‒ AN ENVIRONMENT TO GAIN EXPERIENCE AND MATURE
・The Awareness of Stateless People in Japan（日本における無国籍者に関する意識について）

・Period Poverty in Nepal, Menstruation Taboo and its Effects
・在日ムスリム留学生のために生活しやすい取り組みについて
・日本人のタトゥーに対する意識の変化とタトゥー文化
・外国にルーツを持つ子どもが直面する継承語教育の現状と課題
  ―米・加・EU・豪の言語教育の比較から―
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1年次 2年次 3年次 4年次

心理学 
社会学
法と社会（日本国憲法）
健康・スポーツ
アジアのローカル言語と文化
英語総合基礎Ⅰ・Ⅱ
情報処理演習Ⅰ・Ⅱ 
国際フィールドワークⅠ
くらしと経済Ⅰ
英語コミュニケーションⅠ・Ⅱ
English PresentationⅠ・Ⅱ 
グローバル教養 
基礎演習Ⅰ・Ⅱ
日本語Ⅰ～Ⅳ ＊留学生専用

〈専門基礎科目〉
国際交流ファシリテーション演習Ⅰ・Ⅱ
Listening＆ReadingⅠ・Ⅱ
国際協力
異文化理解
現代福祉
Writing & CommunicationⅠ・Ⅱ

〈専門科目〉
英語学概論
日本語学Ⅰ
対照言語学
日本語教育概論

日本語教育における評価
日本語学演習

【教職課程（高校・中学校英語科）】
特別支援教育概論（中高）
総合的な学習の時間の指導法（中高）
特別活動方法論（中高）
教育方法論（情報通信技術の活用含む）（中高）
生徒・進路指導論（中高）
教育実習Ⅰ（中高・事前事後）

【全学教育センター科目】
スポーツ・文化特講Ⅰ・Ⅱ

：英語をよりレベルアップしたい人のための科目群：グローバルビジネスやキャリア形成に関する科目

【全学教育センター科目】
日本福祉大学の歴史
知多学
こころとからだ
福祉社会入門
視覚障害者支援論
ろう文化と手話
法入門
地震と減災社会
聴覚障害者の理解と支援
ふくしとフィールドワーク
ヒューマンケアのための
　多職種連携

〈専門科目〉
コーチング論
メディアデザイン
英語総合コミュニケーションⅠ・Ⅱ
観光英語
情報管理概論
福祉社会開発
環境と開発Ⅱ
国際開発と障害学
英語学演習
英語音声学
英語科教育法Ⅰ・Ⅱ
第二言語習得
日本語学Ⅱ
日本語教育法Ⅰ・Ⅱ
インターンシップⅠ・Ⅱ
インターンシップⅢ・Ⅳ〈認定〉
国際フィールドワークⅢ～Ⅵ〈認定〉
国際保健
グローバルフィールド
　インターンシップⅠ・Ⅱ〈認定〉

〈専門科目〉
国際協働インターンシップ
ネットワークデザイン
英語文学史
英語文学講義Ⅰ・Ⅱ
多文化共生論
英語総合コミュニケーションⅢ・Ⅳ
地域福祉論
日本の中の多文化
Advanced WritingⅠ
共生社会とデータサイエンス
NPO/NGO論
参加型のまちづくり
持続可能性教育
開発人類学
国際福祉開発
福祉経営論Ⅰ・Ⅱ
英語科教育法Ⅲ・Ⅳ
Intensive ReadingⅠ

【　　　　 】
日本語教育実習

  教職課程
 （高校・中学校英語科）
教育実習Ⅰ（中高・事前事後）
教育実習Ⅱ・Ⅲ（中高）
教育実践演習（中高）

〈専門基礎科目〉
卒業研究Ⅰ・Ⅱ

〈専門科目〉
卒業論文〈認定〉
Advanced WritingⅡ
Intensive ReadingⅡ

!

! !

!

国際福祉開発の仕事
くらしと経済Ⅱ
キャリア英語Ⅰ～Ⅲ〈認定〉
Extensive ReadingⅠ・Ⅱ
日本語能力Ⅰ・Ⅱ〈認定〉
IT能力〈認定〉
日本語Ⅴ～Ⅷ ＊留学生専用

Japan Area StudiesⅠ〈認定〉 ＊留学生専用

【全学教育センター科目】
福祉の力
コミュニケーション力演習
知多半島のふくし
ふくしと減災コミュニティ

〈専門基礎科目〉
アジアの経済社会
対面コミュニケーション論
社会調査 
環境と開発Ⅰ
ニュース英語
English PresentationⅢ・Ⅳ 
開発ソーシャルワーク演習Ⅰ
国際交流ファシリテーション演習Ⅲ・Ⅳ
Writing & CommunicationⅢ・Ⅳ
総合演習Ⅰ・Ⅱ
国際フィールドワークⅡ〈認定〉
グローバルキャリアデザインⅠ・Ⅱ

〈専門基礎科目〉
経営学Ⅰ・Ⅱ
ビジネスリテラシー
グローバル企業ケーススタディ
社会企業
ジェンダー論
ビジネス日本語
国際交流ファシリテーション演習Ⅴ
開発ソーシャルワーク演習Ⅱ
社会言語学
専門演習Ⅰ・Ⅱ
アカデミックライティング

「ワールドユースミーティング」を開催します。その




